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「人を変えるということ」
大阪府・堺市立平井中学校・三年
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たかむら),高村)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(さえ),幸江)
　半年程前、私が家族と祖父の話をしていた時、祖父の牧場で働いている人が、アルコール中毒だということを母から聞いた。祖父はその人を雇い、勝手にお酒を買わないよう、お金の管理をしてあげていた。でも、その人はお酒をやめることができず、私の曾祖母の所へ行き、お金を貸してと言って、曾祖母から小銭をもらい、自動販売機でお酒を買ってしまった。別の日には、昼間からお酒を飲んで、道に倒れていたこともあったそうだ。しかし祖父は、何十年経ってもその人を見捨てたりしなかった。
他にも、こんな話を聞いた。祖父が昔精肉店をしていた時、泥棒に合ったという話だった。しかし、それで話は終わりではなかった。祖父は、泥棒の犯人が見つかった後、その犯人を雇ったのだ。
私はそれを聞いて驚いた。自分の店のものを盗んだ人を雇うなんて、考えられなかったからだ。それから私は母に、なぜ祖父はその泥棒を雇ったのかを聞いた。それは、「お金がないのなら、ここで働いて稼げばいい。」という理由だった。泥棒をした人はその後、祖父のもとで真面目に働いたそうだ。
私は祖父を尊敬した。なぜなら祖父は、一人の人生を変えたからだ。もし、祖父がその人を雇わなければ、その人はまた泥棒を続けていたのかもしれない。私はこの話を聞いた時、祖父がいかに凄い人かを感じた。
そんな話を聞いてから何か月かが過ぎたある日、母のもとに祖父の牧場で働く人が亡くなったという知らせが来た。亡くなったのは、前に母から話を聞いていたアルコール中毒の人だ。亡くなった原因は、アルコール中毒と癌のためだった。祖父が何十年もその人にお酒をやめさせるために頑張っても、その人が亡くなるまで、お酒をやめさせられなかった。
亡くなった話を母から聞き、私は「人を変える」ということの難しさを知った。「人を変える」には、どうすれば良いのか。犯罪や非行をした人や、犯罪や非行に手を染めようとしている人を変えるのは、そう簡単なことではない。でも、それが不可能ではないことを祖父の話を聞いて学んだ。あの泥棒をした人のように、犯罪を犯した人でも、祖父のような人が手を差し伸べてあげることで、立ち直ることができるのだ。
私も祖父のように、困っている人に手を差し伸べられるような大人になりたいと思う。そのために、今自分に何ができるかを考えることにした。まず、なぜ人が犯罪や非行をしてしまうのかを考えた。犯罪や非行をする理由は人それぞれだが、その内の一つは、「孤独」なのではないだろうか。社会にはいろいろな人がいる。そんな中で生きていくのはとても大変なことで、不満やストレスを抱えていたり、孤独を感じている人は沢山いるだろう。「孤独」とは、人の心を閉ざしたり、誰の言うことをも信じられなくする、とても恐しいものだ。犯罪や非行をする人の中にはきっと孤独を感じている人がいると思う。私の身の周りの人にも、孤独を感じている人がいるかもしれない。そのような人を少しでも減らすことで犯罪や非行のない明るい社会に近づいていけるのではないだろうか。
今私に出来る事は、自分の周りで悩んでいる人や、困っている人に声を掛けることぐらいしかないけれど、いつか私の祖父のように、誰かの力になれるよう、今できることをひたむきに努力したいと思う。
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